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平   成   2 3   年   度　  決     算     認     定
一般会計並びに特別８会計の決算は
歳入  一般会計 38億8004万円　　　特別会計 19億8826 万円　　　総額 58億6831万円（前年比 ３億1478万円増）
歳出  一般会計 37億　254万円　　　特別会計 18億5429 万円　　　総額 55億5683万円（前年比 ２億1296万円増）

4069万円
69万円

小・中学校などで線量を計測（大型器）小・中学校などで線量を計測（大型器） ７月の豪雨災害など（常楽寺地内）７月の豪雨災害など（常楽寺地内）

放射線測定器（大・小各１台）放射線測定器（大・小各１台）

2796万円

きれいになった外壁きれいになった外壁

中央公民館外壁・屋上
　　 改修工事
中央公民館外壁・屋上
　　 改修工事

2188万円

安定した飲み水の確保（大釜谷地内）安定した飲み水の確保（大釜谷地内）

簡水取水井整備工事
  新規井戸掘  ６カ所
簡水取水井整備工事
  新規井戸掘  ６カ所

5627万円

若者定住促進若者定住促進 イベント風景イベント風景

汐風ドリー夢カーニバル、きずな、
ストリートジャズの補助金
汐風ドリー夢カーニバル、きずな、
ストリートジャズの補助金

若者向け町営住宅
　石井町３棟分
若者向け町営住宅
　石井町３棟分

1068万円

注
目
さ
れ
た
事
業
・
重
点
事
業
は

注
目
さ
れ
た
事
業
・
重
点
事
業
は

国保CKD関連事業
  尿生化学検査など

83万円

慢性腎臓病対策慢性腎臓病対策

特別
会計

一般
会計

一般
会計

一般
会計

一般
会計

一般
会計

4410万円

新しくなった中学校のトイレ新しくなった中学校のトイレ

中学校校舎棟トイレ
　　 改修工事
中学校校舎棟トイレ
　　 改修工事

一般
会計

特別
会計

23年道路災害
復旧工事

23年道路災害
復旧工事
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「
私
立
高
校
生
が
学
費
を
心
配
せ
ず
学
べ
る
よ
う
に
、
私

学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
に
関

す
る
陳
情

陳
情
第
４
号

　
　
採
択
に
決
定

議会報告３件、平成23年度一般会計・特別会計決算、平成24年度一般会計・特別会計補正予
算、条例制定、人事案件など議案18件が提出され、慎重審議の結果、原案のとおり可決・認定・
同意しました。なお、陳情１件を採択し、意見書１件を可決しました。

７
・
６　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
76
号
）

　
　

13　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
76
号
）

　
　

25　

長
野
県
生
坂
村
議
会
行
政
視
察
来
町

　
　

26　

第
６
回
全
員
協
議
会

８
・
10　

柳
津
霊
ま
つ
り
・
花
火
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
福
島
県
柳
津
町
）

　
　

23　

第
７
回
全
員
協
議
会

　
　

28　

町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
新
潟
市
）

　
　
　
　

刈
羽
村
・
出
雲
崎
町
議
会
議
員
懇
談
会

９
・
４　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

12　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

９
月
定
例
会
召
集
日

　
　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

13　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

18　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

19　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
77
号
）

　
　

21　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

第
８
回
全
員
協
議
会

　
　

25　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
77
号
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

（
平
成
24
年
７
月
～
９
月
）

◆
良
寛
記
念
館
管
理
運
営
条
例
制
定

・（
財
）
良
寛
記
念
館
の
町
移
管
に
伴
う
も
の

◆
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
25
年
７
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
燃
や
す
ご
み
の
中
か
ら

生
ご
み
を
分
別
収
集
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の

◆
私
立
高
校
生
が
学
費
を
心
配
せ
ず
学
べ
る
よ
う
に
、
私
学

助
成
の
増
額
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
先

　
　
　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　

文
部
科
学
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣

　
　
　

新
潟
県
知
事

可
決
し
た
条
例
改
正
な
ど
（
主
な
も
の
）

陳
　
情

可
決
し
た
意
見
書

人 事 案 件　平成24年10月27日から４年間

教育委員会委員の任命に同意

　　　村　越　隆　夫 （住吉町）
　　　　　
　　　内　山　才　子 （吉　水）
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◎
生
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

町
民
課
長 

長
岡
市
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化

処
理
施
設
が
来
年
３
月
完
成
、
７
月
か

ら
開
始
の
予
定
で
す
。

議
員 

バ
イ
オ
マ
ス
の
関
係
か
ら
進
め

ざ
る
を
得
な
い
が
、
分
別
が
複
雑
化
す

る
た
め
、
高
齢
者
な
ど
負
担
が
大
き

い
。
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
今
後
、

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
消
防
団
の
出
動
基
準
に
つ
い
て

議
員 

火
災
の
大
小
、
ま
た
鎮
火
近
く

で
も
全
分
団
出
動
の
放
送
が
あ
る
が
、

出
動
命
令
の
基
準
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

総
務
課
長 

今
の
消
防
団
の
構
成
を
み

る
と
、
平
日
の
昼
間
だ
と
な
か
な
か
団

員
の
集
ま
り
が
難
し
い
状
態
、
結
果
と

し
て
全
分
団
出
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

総
務
課
長 
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
の
ぼ
り
旗
の
設
置
、

防
災
無
線
で
の
広
報
、
交
通
指
導
員
の

巡
回
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

議
員 

一
時
停
止
線
が
消
え
た
り
、
不

鮮
明
な
所
が
あ
る
が
、
事
故
防
止
か
ら

も
早
急
に
整
備
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
津
波
防
災
訓
練
に
つ
い
て

総
務
課
長 

11
月
11
日
、
日
曜
日
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

議
員 

自
主
防
災
会
と
の
連
携
や
要
援

護
者
の
避
難
方
法
、
ま
た
、
日
曜
日
実

施
だ
と
保
育
園
、
郵
便
局
な
ど
参
加
で

き
な
い
な
ど
の
問
題
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。

総
務
課
長 

要
援
護
者
の
避
難
に
つ
い

て
は
集
落
、
自
主
防
災
会
に
支
援
者
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
曜
日
等

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
考
え
ま

す
。

◎
火
災
時
の
池
、
養
魚
池
の
用
水
利
用

　

協
定
に
つ
い
て

議
員 

防
火
水
槽
の
整
備
が
進
ん
で
い

る
が
、
自
然
水
利
（
池
な
ど
）
の
利
用

を
考
え
る
べ
き
。
中
山
の
火
災
時
も
養

魚
池
か
ら
放
水
し
ま
し
た
。
事
前
に
所

有
者
の
方
と
使
用
の
協
定
を
結
ぶ
べ
き

と
思
い
ま
す
が
。

総
務
課
長 

た
め
池
な
ど
、
所
有
者
の

方
と
利
用
に
つ
い
て
、
今
後
折
衝
し
て

ま
い
り
ま
す
。

全
員
協
議
会

第
６
回  

７
月
26
日
開
催

第
７
回  

８
月
23
日
開
催

第
８
回  

９
月
21
日
開
催

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

平成24年度一般会計補正予算（第２号）
　　　補正額 3600万円　　補正後の予算総額 33億3692万円

主な歳出
・自治体クラウド関連事業…… 1,013万円

・町道維持修繕工事……………… 952万円

・山谷小釜谷線改良舗装工事…… 600万円

・天領の里デッキ補修工事 ……… 95万円

・埋蔵文化財試掘調査…………… 40万円

（会期　９月12日～21日　10日間）９月定例会

一般質問での傍聴者

特別会計

国民健康保険事業補正予算（第1号）
介護保険事業補正予算（第1号）

932万円

1060万円

補正額 補正後の予算総額

5億9832万円

7億1710万円

※

※クラウド（クラウドコンピューティング）
　データなどを自分自身で保有・保管せず、インターネッ

トの向こう側にデータを保存するなどのサービスを利用
する使い方
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今後町は、柏崎刈羽原発と
　　　どう関わっていくのか

諸
　
橋
　
和
　
史
　
議
員

質
問 

福
島
原
発
で
は
大
変
な
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
町
は

柏
崎
刈
羽
原
発
と
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
す
か
。
五
千
町
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
の
は
、
町
長
、

行
政
の
務
め
で
あ
り
、
私
た
ち
議

員
も
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
柏
崎
刈
羽
原
発
は
再

稼
働
を
目
指
し
て
い
る
世
界
一
の

原
発
で
す
。
燃
料
プ
ー
ル
も
数
年

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
国
は
使
用

済
核
燃
料
は
再
利
用
し
な
い
方

針
。
２
０
３
０
年
に
は
原
発
ゼ
ロ

を
目
指
し
新
設
は
し
な
い
と
の
こ

と
で
す
。
し
か
し
出
雲
崎
は
、
原

発
か
ら
20
㎞
圏
内
で
す
。
町
民
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 
現
在
、
国
は
原
発
ゼ
ロ
、

既
存
原
発
の
運
転
は
40
年
と
し
て

い
ま
す
。
核
燃
料
の
最
終
処
理
問

題
や
方
針
も
変
わ
っ
て
き
て
原
発

の
安
全
神
話
は
崩
れ
て
い
ま
す
。

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
等
で
、

安
全
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
再
稼
働

は
認
め
ま
せ
ん
。

質
問 

私
は
再
稼
動
を
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
５
千
人
の
シ
ェ
ル
タ
ー

を
作
っ
て
も
ら
う
、
あ
る
い
は
、

現
在
町
に
交
付
さ
れ
て
い
る
交
付

金
の
上
乗
せ
な
ど
を
要
望
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

答
弁 

シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は

膨
大
な
お
金
も
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
安
全
対
策
に
対
し
国
が
あ
る

程
度
町
村
へ
与
え
る
こ
と
、
あ
わ

せ
て
、
避
難
に
対
す
る
体
制
づ
く

り
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
思
い
ま

す
。
議
会
、
町
民
、
一
緒
に
な
っ

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問 

産
業
全
般
に
お
い
て
衰
退

を
感
じ
ま
す
。
自
営
業
者
の
高
齢

化
・
所
得
の
低
さ
な
ど
が
あ
り
、

今
後
町
は
、
未
利
用
地
等
を
利
用

し
て
、
企
業
誘
致
な
ど
が
で
き
ま

せ
ん
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答
弁 

大
変
な
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
自
助
努
力
、
自
律
的
新
企

画
に
挑
戦
す
る
と
い
う
も
の
が
大

事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
業
後
継

者
育
成
で
国
・
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
出
雲
崎

は
農
地
453 

ha
、
耕
作
放
棄
地
70 

ha
の
な
か
で
、
私
は
453 

ha
の
農
地

を
守
り
た
い
。
後
継
者
育
成
と
未

整
備
地
の
基
盤
整
備
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
経
済
状
況

か
ら
し
て
、
出
雲
崎
に
企
業
誘
致

は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

出
雲
崎
に
も
若
者
が
多
く

い
ま
す
。
若
い
世
代
が
自
分
の
考

え
を
発
想
し
た
時
に
町
と
し
て
要

望
や
手
助
け
を
す
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

答
弁 

か
つ
て
町
お
こ
し
100
人
委

員
会
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
た
経

緯
も
あ
り
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
、

は
か
り
な
が
ら
、
若
者
塾
と
い
う

よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
た
い

と
、
前
向
き
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

 

産
業
に
つ
い
て　
　
　

柏崎刈羽原発視察
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人口増に戦略部門設置を

質
問 

昨
年
12
月
議
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
人
口
減
対
策
と
し
て

「
人
口
増
加
対
策
委
員
会
」
立
ち

上
げ
の
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
も
各
種
対
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
十
分
な
効
果
は
上

が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

原
因
は
大
き
く
二
つ

答
弁 
人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ

め
は
少
子
高
齢
化
で
す
。
平
成
２

年
か
ら
22
年
ま
で
の
20
年
間
で
約

１
，
５
０
０
人
の
減
少
、
年
平
均

70
人
の
減
少
で
す
。
23
年
は
58
人

の
減
少
で
し
た
。
こ
れ
は
、
宅
地

造
成
な
ど
に
よ
り
社
会
動
態
が
増

加
し
、
全
体
の
減
少
を
少
な
く
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
め
は
各
人
の
意
識
の
変
化

に
よ
り
「
家
を
継
ぐ
」
と
い
う
考

え
よ
り
教
育
を
受
け
て
、
自
分
の

好
き
な
道
、
住
所
を
選
ぶ
傾
向
が

強
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

質
問 

６
月
議
会
で
議
員
か
ら
婚

活
に
支
援
す
べ
き
と
の
質
問
に
町

長
は
前
向
き
の
答
弁
を
さ
れ
ま
し

た
が
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

婚
活
は
保
健
福
祉
課
中
心
に

答
弁 

担
当
課
を
中
心
に
検
討

し
、
予
算
措
置
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
難
し
い
問
題
も
あ
り
、

十
分
考
え
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん

か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
効
果
的
方
法
を
考
え
た

い
。

質
問 

石
井
町
の
若
者
向
住
宅
の

状
況
と
今
後
の
計
画
、
ま
た
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

若
者
向
住
宅
は
効
果
大

答
弁 

若
者
誘
導
型
住
宅
３
棟
に

は
３
組
の
夫
婦
と
あ
わ
せ
て
７
人

の
お
子
さ
ん
が
入
居
さ
れ
、
み
こ

し
な
ど
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
設
中
の
１
棟
に
も
夫
婦
と

２
人
の
お
子
さ
ん
が
入
居
さ
れ
ま

す
。
間
も
な
く
山
谷
住
宅
団
地
も

完
成
し
、
来
年
度
売
出
し
の
計
画

で
す
。

　

平
成
８
年
設
置
の
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
は
現
在

ま
で
の
登
録
申
請
は
空
き
家
８

件
、
空
き
地
３
件
で
空
き
家
５
件

が
成
立
し
て
お
り
ま
す
。

質
問 

各
種
対
策
に
よ
っ
て
効
果

が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り

効
果
を
高
め
る
た
め
、
町
の
中
に

中
核
と
な
る
組
織
、
部
門
を
つ
く

り
、
子
育
て
、
婚
活
、
住
宅
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
、
「
５
年
、

10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
り
、

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

各
課
横
断
的
な
形
で
進
め
る

答
弁 

行
政
コ
ス
ト
の
面
か
ら
新

た
な
組
織
は
作
り
ま
せ
ん
。

　

一
つ
の
事
業
に
つ
い
て
各
課
の

横
断
的
な
形
で
、
問
題
を
よ
り
深

め
て
結
果
を
求
め
る
方
向
で
進
ん

で
い
ま
す
。

　

67
人
の
町
職
員
が
自
分
の
仕
事

以
外
に
、
相
関
係
す
る
事
業
に
も

目
配
り
気
配
り
し
な
が
ら
、
総
合

的
に
進
め
る
こ
と
が
大
事
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

三
　
輪
　
　
　
正
　
議
員

子どもたちの笑顔
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良寛記念館の町移管に伴う
　　　　　今後の活性化策は

仙
　
海
　
直
　
樹
　
議
員

質
問 

平
成
25
年
１
月
１
日
よ
り

良
寛
記
念
館
の
町
移
管
に
伴
い
、

今
後
の
運
営
に
は
税
金
が
充
て
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

入
館
者
の
増
加
や
活
性
化
策
を
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁 
良
寛
さ
ま
は
出
雲
崎
の
宝

で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

関
心
を
持
っ
て
頂
く
よ
う
な
企
画

展
や
町
民
優
遇
制
度
を
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

観
光
協
会
の
取
り
組
み
と

し
て
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す

が
、
記
念
館
の
割
引
券
等
を
発
行

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
継
続
や

通
年
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

地
域
を
挙
げ
て
一
体
と
な

り
協
力
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
は

必
要
で
、
町
内
外
に
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。
継
続
性

や
通
年
化
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

質
問 

当
町
に
他
の
自
治
体
が
行

政
視
察
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
記

念
館
の
見
学
を
す
す
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答
弁 

町
が
行
う
以
上
、
そ
の
方

向
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
応
援
団
を
募
集
す
る
制
度
は

質
問 

出
雲
崎
町
に
関
心
や
興
味

の
あ
る
方
を
募
集
し
登
録
。
年
会

費
を
頂
く
代
わ
り
に
、
イ
ベ
ン
ト

の
案
内
や
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
送

り
、
町
の
応
援
団
を
募
集
す
る
よ

う
な
制
度
を
作
り
、
活
性
化
を
図

れ
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

新
し
い
発
想
を
持
っ
て

答
弁 

以
前
似
た
よ
う
な
事
業
と

し
て
、
商
工
会
と
一
緒
に
行
い
ま

し
た
が
、
会
員
数
の
減
少
な
ど
で

５
～
６
年
で
終
了
し
た
経
緯
も
あ

り
ま
す
。
時
代
も
か
わ
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
新
し
い
発
想
を
持
っ

て
、
徐
々
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問 
ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
が
ん
や

胃
潰
瘍
の
原
因
と
も
い
わ
れ
、
胃

の
内
部
に
存
在
し
、
胃
が
ん
を
発

症
し
た
９
割
以
上
の
方
が
こ
の
菌

に
感
染
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
50
歳
以
上
の
方
の
５
割

が
既
に
こ
の
菌
に
感
染
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
が
ん
研
究
機
関
で
は
こ
の

菌
を
胃
が
ん
の
危
険
因
子
と
定
め

除
去
を
推
奨
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
検
査
、
除
去

に
係
る
費
用
は
保
険
適
用
外
で
全

額
自
己
負
担
で
す
。

　

胃
が
ん
対
策
前
の
予
防
策
と
し

て
、
ピ
ロ
リ
菌
除
去
に
伴
う
費
用

を
公
費
助
成
で
き
な
い
も
の
か
伺

い
ま
す
。

答
弁 

ピ
ロ
リ
菌
感

染
者
は
全
国
で
約

６
千
万
人
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
胃
が
ん
の
発
症

率
は
比
較
的
低
い
た

め
、
今
後
は
科
学
的

根
拠
を
基
に
、
国
の

検
討
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

プ
ラ
チ
ナ
検
診
で　

 

　
　

取
り
入
れ
て
は

質
問 

町
の
特
定
検

診
の
中
で
、
全
員
に
ピ
ロ
リ
菌
の

検
査
を
し
、
除
菌
と
な
る
と
多
く

の
費
用
が
掛
る
た
め
、
年
齢
を
節

目
で
区
切
る
プ
ラ
チ
ナ
検
診
の
形

で
、
取
り
入
れ
る
事
は
で
き
な
い

も
の
か
伺
い
ま
す
。

国
や
県
の
方
向
性
を
見
な
が
ら
検
討

答
弁 

検
査
に
約
５
千
円
、
除
去

に
約
１
万
円
か
か
る
た
め
に
、
基

本
的
に
は
自
ら
で
生
活
習
慣
な
ど

の
健
康
管
理
を
行
い
、
が
ん
予
防

に
、
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
国
や
県
の
方
向

性
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

町に移管される良寛記念館

企
画
展
や
優
遇
制
度
を
検
討

ピ
ロ
リ
菌
対
策
に
公
費
助
成
を
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潜在資源の活用は

質
問 

当
町
に
は
、
歴
史
・
文
化

遺
産
、
自
然
が
あ
り
ま
す
。
地
下

資
源
と
し
て
、
鉱
泉
・
天
然
ガ
ス

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
町
で
は

３
つ
の
温
泉
が
県
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
勝
見
で
は
す
で
に
営
業

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
、
稲

川
、
立
石
で
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
資
源
を
生
か
し
、
人
口
増

加
に
つ
な
が
る
施
設
な
ど
の
施
策

の
検
討
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
旧
JA
跡
地
に
よ
る
駅
前
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

　

運
用
す
る
考
え
は
な
い

答
弁 

地
域
固
有
の
資
源
、
地
域

を
発
展
さ
せ
る
潜
在
的
な
力
に
な

り
、
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
上

で
も
極
め
て
重
要
な
戦
略
で
あ
る

と
は
考
え
ま
す
。
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
で
、
日
帰
り
の
温
泉
な
ど
の

施
設
が
、
他
の
市
町
村
で
は
た
く

さ
ん
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

施
設
が
赤
字
で
経
営
が
成
り
立
た

ず
、
存
続
す
る
と
自
治
体
の
財
政

負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
廃
止

す
べ
く
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
下
資
源
を
活
用
し
て
、
町
民

の
憩
い
の
場
、
健
康
保
持
、
雇
用

の
場
も
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
投

資
に
対
す
る
還
元
が
求
め
ら
れ
、

施
設
を
作
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。
民
間
の
経
営

感
覚
で
や
っ
て
い
た
だ
く
の
が
、

ベ
ス
ト
で
あ
り
、
町
が
地
下
資
源

を
使
い
運
用
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

質
問 

ふ
れ
あ
い
の
里
の
入
浴
施

設
は
、
水
道
水
を
沸
か
し
て
い
ま

す
。
利
用
し
た
方
の
話
だ
と
塩
素

の
臭
い
が
強
す
ぎ
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
こ
の
鉱
泉
を
使
え
な

い
か
と
い
う
話
し
に
な
っ
た
時

は
、
当
初
の
設
備
が
対
応
さ
れ
て

な
く
、
ポ
ン
プ
や
機
械
な
ど
の
損

傷
が
激
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
使
え
な
い
と
の
答
え
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
入
浴
客
が
右
肩
下
が

り
の
状
況
の
中
で
、
鉱
泉
水
を
使

い
温
泉
場
と
し
て
運
営
す
れ
ば
入

浴
客
も
増
え
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

答
弁 

例
え
ば
寺
泊
で
は
、
佐
渡

の
海
洋
深
層
水
を
沸
か
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

の
、
活
用
方
法
は
、
新
た
な
る
観

点
で
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
す

が
、
く
み
上
げ
る
施
設
や
運
搬
方

法
、
希
望
す
る
施
設
が
あ
る
の
か

も
、
し
ん
し
ゃ
く
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
民
間
の
方
か
ら
自
力

で
開
拓
し
て
い
た
だ
き
町
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
町
が
乗
り
出
し
て
源
泉

を
く
み
上
げ
て
施
設
に
配
る
と
い

う
の
は
、
手
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

田
　
中
　
　
　
元
　
議
員

この資源の活用は（立石地内）

ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　

入
浴
客
増
加
に

手
を
出
す
べ
き

　
　
　
　
　

で
は
な
い
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編
集
後
記

　
決
算
認
定
が
中
心
の
９

月
議
会
も
終
わ
り
、
秋
分

の
日
と
と
も
に
、
夏
の
暑

さ
か
ら
秋
に
突
入
し
、
夜

原
稿
を
書
い
て
い
る
と
肌

寒
さ
も
感
じ
ま
す
。
議
会

で
は
、
今
年
で
３
回
目
に

な
る
出
ま
え
議
会
の
準
備

と
、
議
会
改
革
で
忙
し
い

日
が
続
き
ま
す
。
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
、
参
加
し

て
も
ら
う
議
会
を
目
指
し

て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
発
行
日

に
は
、
出
ま
え
議
会
は
終

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
議
会
に
対
し
て
、
町

民
の
皆
様
方
の
多
数
の
参

加
を
お
願
い
し
、
建
設
的

な
ご
意
見
、
ま
た
、
ご
指

導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
田
中
　
元
）

表
紙
の
小
話

町

民

の

声

旧出小通学路階段

　未
来
永
劫

　伊
藤

　敏
信

勝
見

　
良
寛
堂
建
立
90
周
年
記
念
式
典

が
９
月
16
日
、
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
良
寛
堂
は
大
正
11
年
（
１
９
２

２
）
９
月
16
日
、
良
寛
の
生
家
、

橘
屋
跡
に
故
佐
藤
耐
雪
翁
の
尽
力

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
「
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
は
、
東
京
学

館
新
潟
高
校
書
道
部
22
人
が
、
音

楽
と
踊
り
に
合
わ
せ
て
縦
４
㍍
横

７
㍍
の
大
き
な
布
２
枚
に
、
良
寛

の
詩
な
ど
を
力
強
く
書
き
ま
し

た
。

　
前
部
長
で
あ
り
、
議
会
だ
よ
り

の
題
字
も
書
か
れ
た
、
町
内
川
西

か
ら
通
う
３
年
生
の
南
波
秋
海
さ

ん
も
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　（表
紙
の
写
真
中
央
）

（
三
輪
　
正
）

発
行
／
出
雲
崎
町
議
会
　
責
任
者
／
議
長
  中
野
勝
正
　
編
集
／
議
会
報
特
別
委
員
会
　
〒
949-4392 新

潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
大
字
川
西
140番

地
　
TEL.0258（

78）
3112  FA

X
.0258（

41）
7322

　
最
近
、
晴
れ
た
休
日
に
な
る

と
娘
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
誘

い
を
受
け
ま
す
。
長
女
と
次
女

を
連
れ
出
雲
崎
探
索
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
開
始
で
す
。
勝
見
を
出

発
し
、
尼
瀬
か
ら
旧
道
に
入
り

普
段
な
ら
素
通
り
す
る
よ
う
な

と
こ
ろ
で
立
ち
ど
ま
り
、「
こ

の
奥
に
神
社
が
あ
る
ん
だ
よ
」

「
こ
の
細
い
道
は
海
に
抜
け
れ

る
ん
だ
よ
」
な
ど
と
言
い
な
が

ら
進
み
ま
す
。
旧
出
小
の
通
学

階
段
を
登
り
な
が
ら
「
昔
パ
パ

は
、
こ
の
階
段
を
毎
日
登
っ
て

こ
の
上
の
小
学
校
に
通
っ
た
ん

だ
よ
」
と
少
し
自
慢
げ
に
話
し

ま
す
。

　
こ
の
子
た
ち
が
将
来
進
学

や
、
就
職
し
た
時
に
、
出
会
う

人
た
ち
に
「
私
の
生
ま
れ
た
出

雲
崎
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
」

と
自
信
を
持
っ
て
話
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
し
て
自
慢
出
来
る

出
雲
崎
が
、
い
つ
ま
で
も
素
敵

な
姿
で
在
り
続
け
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
子
を
想
う
親
の
心

と
一
緒
で
す
。

　
発
行
は
年
４
回
。
発
行
日

は
４
月
20
日
・
７
月
20
日
・

10
月
20
日
・
１
月
20
日
で
す
。

　
議
会
の
傍
聴
に
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り

　
　
　発
行
予
定


